２　学習指導過程
	
	基本発問と予想される児童の反応
	指　導　・　援　助

	導入
	◇資料への導入を図る。
○甲子園出場を目指していることや野球部キャプテンであることなど、主人公の置かれた状況について確認する。
	・甲子園へ出場するには相当の練習と努力が必要なことや、高校野球のキャプテンを務めることの大変さを共通理解させる。

	展
開
前
段
	◇資料提示（教師による範読）
○チームの仲間から冷ややかな目で見られたり、避けるような行動とられたりした主人公はどんな思いでいるのだろうか。

・甲子園出場が目標だから努力しなければいけない。みんなにもっとやる気を出してほしい。
・キャプテンとして、やる気がない仲間には注意をするのは当たり前だ。

・チームのためにやっていることなのに、何がけないんだろうか。自分はキャプテンとして認められていないかもしれない。

○けがで野球をやめようかと迷いながらも、自分にできることを考え、練習の準備をしたり、ひたすらチームメイトに声をかけ続けたりしながら主人公はどんなことを考えていただろうか。
・けがのために練習はできないけれど、キャプテンとしてできることを考え、どんなことでも実行したい。

・チームのみんなからキャプテンとして認めてもらうためにも自分にできることをやっていこう。
・今まで自分はチームにふさわしいキャプテンではなかったかもしれない。みんなのためになることを見付けて進んで取り組みたい。
◎大勢の仲間の拍手がぐっと胸に迫ってくる中、深々と頭を下げた主人公は、どんなことを考えていただろうか。
・目標が実現でき、野球を辞めずに続けてきてよかった。

・キャプテンとしてベンチに入ることができたのは、チームのみんなのおかげだ。本当にありがとう。
・背番号を付けて、たくさんの人から拍手までもらえるなんて、みんなのために自分ができることをやってきてよかった。これからも仲間の支えにこたえられるよう、できることに一生懸命取り組みたい。


	・範読後、数人の生徒に感想を発表させ、資料内容を確認するとともに、本時考えていきたい場面を絞り込む。
・ここではキャプテンとしてチームを引っ張る立場にあるため、新人戦敗退後のチームのやる気のなさをとがめなければならなかった状況を捉えさえるとともに、一方で部員の心が離れていくことに不安を感じている主人公に共感させ、仲間との関係がつくれていないことに気付かせる。
・けがで野球をやめようかと迷いながらも、自分にできることを考え、精一杯取り組むようになった主人公の心の変化について考えさせることで、キャプテンとしての在り方を考えさせてくれた仲間にこたえようとする気持ちがあることに気付かせる。

（補助発問）
○仲間との関係はよくなかったのに、どうして、仲間のために自分ができることをしようと考え行動したのだろう。

・仲間からの拍手が胸に迫り、深々と頭を下げた主人公の思いを考えさせることで、仲間との心のつながりを実感できていることに浸らせる。
・「みんなのおかげ」や「ありがとう」という言葉が出た時は、「みんな」とは誰なのか、「ありがとう」とはどんなことに対する思いなのかといったことを具体化することで、表面的な理解にとどまらないよう留意する。

・仲間と心のつながりができたことを実感している主人公の喜びに気付かせる。

	展
開
後
段
	○これまでの、仲間からの支えに感謝し、こたえようとしたことについて振り返り、そのときの思いを道徳ノートに書いてみよう。
・自分は班長として活動をリードし、実績を残すことができた。しかし、それは自分に協力し、働きかけにこたえてくれた仲間の姿があったからだ。これからも仲間に感謝し、自分にできることを実行していきたい。
	

	終
末
	◇教師の説話
・現在の自分が多くの人々の支えによってあり、感謝しつつ、それにこたえようとしていることが、仲間との心の絆をより強いものにしていることに触れる。
	・「心のノート」のｐ64～67「気づいてますか、ありがたい心の贈り物に…」、「ありがとうの思いを込めて」を事後指導として、特別活動などで行う。


【深めの発問】


　主人公は、どんな気持ちで甲子園のベンチにいるのだろうか。





●言語活動の充実


　自分の考えを一層深めることができるよう、文章で書く活動を設定する。生活経験を想起し、誰の、どんなことに感謝し、どのように応えようとしたかを具体化している生徒を取り上げ価値付ける。








